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　　　This　Work　was　do鍛e　mainly　for　t1｝e　purpose　in　giving　suggestion　of　electrical　prospect．

inginthearea．
　　　Tぬe　kamaya斑ine　lies　about1．9km喪NE　of　kごbo血ai　Sおation　oηtムe　lburi心ぬe』

　　　Geological　features　of　this　area　comprise　the　Miocene　fo茸mation　of　Iiparitic　rockg，in－

truded　by　propylite　and　a且desite　dykes，aロd　covered　by　later　lava　flows　of　two－pyroxene・ande・

site．A　thin　bed　of　volcanic　ash　a且d　pumice　covers　eえtensively　the　surface　of　this　region．

　　　Their・nsulphide・redep・sits・ccurasirregular，f1歯，・rmass」vebadiesin．them・st，

being　replaced　in　Iiparite，tuff　breccia　and　tuff。　Two　deposits　of　No。1and　No，3have　been

worked　and　others　are　too　small　to　be　mined，The　former，deposit（see　Fig．2）is　larger　tha虹

the　Iatter，Thoughthey　arenotsolarge，they　haveate辞dencyto　elongaもe　in：N800E－S80。W

and　it　is　coincide　with　the　direction　connecting　the　both．　The　topographical　relief　at　vicinity

of　these　deposi船is　gentle　a血d　the　heigぬ飴from　river　levels　are　abouむ50m　or　so・

　　　These・reb・diesc・nsist・fblackishir・nsulphidea玲dits「eddls≒b「owno冬idlzedone・

も与eb・thbeingequiralentinquantity・Underthemicr・sc・pe・their・nsulphide・rei登seen

｛D　be　composed　only　of　fine　crystals　or　microgranuleS　of　pyrite　without　Cu，Pb，Zn－minerals

andnativesulphur．丁五eresul徳・ftheanalyses・fむ坤・re霊h・wab・uも40％c・mbinedsulphur

in　genera1。

　　　By　the　reasons　above　mentioned，the　writer　proposes　a　rec㌻angula箕area（350m×200m），

includingもhe　b6th　of　th4e　No．1　and　No，3　for　the　electrical　prospecting。

　　　　　　　　　1．緒　　言

臼筆者および北海道支所五十嵐昭明は，近く実施を予定

されている電気探査の位置選定をおもな目的として，昭

和26年8月1日から約10日聞，釜谷鉱山附近の地質調査

　菅　鉱　床　部

を行つたので以下にその結果を報告する。

　　　　　　　2．位置および交通

　釜谷鉱山は北海道有珠郡壮瞥村字久保内にあり，胆振

線久保困駅の北北東L9km¢当る。

　久保内駅から長流川の1小支流ケナノシケオマナイ川

39一（585）



地質調査所月報一（第4、巻，第9号）

に浩つて遡り探掘現場に蓬する。その間車馬を通ずる。

3．地　　形

鉱床附近では海抜350m内外の緩1曼な地貌を皇するが

その地方は洞爺湖カルデラの外輪をなす安山岩熔岩の南

縁部に当り，比較的急峻である。これに源を発するケナ

ノシケオマナイ川は数個の小流を合せて南流し長流川に

注ぐ。この川は水量が四季を通じてさほど多くはなく，

またその澹岸には鉱業用地として充分な地積を求めるこ

とは困難である。冬季聞の積雪量は鉱山作用に障害を与

えることはほとんどない程度であるといわれる。

4．地　質

本地域は次の諸岩石で構成きれている（第1図参照）。

　1）倶知安別岳熔岩（4．1）

　2）　安山岩質岩豚（4・2ン

　3）　変朽安山岩（4．3）　　ご

　4）　石英粗面岩類（訓縫統）（4。4）
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　　　　第1図釜谷鉱山附近地質図

　なお上寵諸岩石は処々において火山友（軽石を含む）

の薄暦により被覆される。

4・1『倶知安別岳熔岩

訓縫統を覆い地域の北部に分拓する。帯線暗友色緻密

で，肉眼的に斑状構造が明瞭である。岩石は複輝石安山

岩で・斑晶として斜長石・紫蘇輝石・普通輝石があり・

これにきわめて少量の石英を含有ずる。斜長石は自形で

長径最大7血mにおよび，累帯構造を示すことが多く，

成分はAn40～58である。石基はほとんど破璃からなり，

これに折本状の斜長石・粒状の普通輝石および塵状の磁

鉄鉱をかなり多量に散点する。

4．2　安山岩質岩脈　、

ケナノシケオマナィ川およびレルコマベツ川下洗にお

　いて，訓縫統中に岩脈状に分布する。暗緑色ないし暗友、

　色緻密斑状岩で，斑晶は4．1に比して一般に小形であ

　る。岩質は複輝石安山岩で，斑晶として斜長石が最も多

　く・ついで普通輝石f紫蘇輝石がある。そのうち斜長石

　は自形ないし半自形で累帯構造はほとんど認められず，

　成分はAn68前後である。石基は大部分破璃からなり，

　微粒状の鉱石および塵状物を含む。

　4．3　変朽安山岩

　地域の中央部，訓縫統を貫ぬき，や、広く分布する。

　暗線色ないし友色緻密岩で，斑状構造が明らかである。

　鏡下においては斑晶として斜長石（An55～70）および輝1，

　石（紫蘇輝石のみ）が一部変質しないで残つているのが

　識別されるので，原岩は紫蘇輝石安山岩に属するもので

　あろう。一般に変朽安山岩化作用が進み，斜長石は曹長

　石化・緩雲母化およびカオリン化し・有色鉱物は緑泥石

　・線簾石および方解石等に変り，また石基は破璃質でし　、

　ばしば2次的石英の生成を見る。

　4．4　石英粗面岩類（訓縫統）

　本岩類は訓縫期の噴出物で，主として石英粗面岩およ

．び同質の角礫凝友岩よりなり，僅かに凝次岩を伴って本

　地域の基盤を構成する。一般に各種の変質作用を受け，

　諸処に硫化鉄鉱の鉱染が行われている。石英粗面岩では

　帯紫または帯隷淡友色ないし友白色を呈し，斑晶として

　斜長石および石英が散、点するのみで，有色鉱物および正

　長石は認められない。斜長石は、自形で長径6mmにおよ

　ぶものがあり，時に累帯構造を示す。’成分はAn28で，し

　　　　　　　　　　　　ず　ず　ばしば線泥石化，絹雲母化およびカオリン化している。

　石英はほとんど融蝕されたもので，径1cmに達するも

　のがある。石基は隠微晶質で石英・斜長石・線泥石・黄

　鉄鉱および塵状物を含む。角礫凝次岩および凝友岩にお

　いても上述のような変質作用が行われており，あるいは

　友白色脆弱となり，あるいは堅硬となることが少なくな

　いQ
　　　　　　　5。鉱　床一ゴ

　鉱床はいわゆる訓縫統中に胚胎する硫化鉄鉱の交代鉱

　床である．鉱体は一般に酸化しており，硫化鉄鉱は不規

　則状として酸化鉄鉱中に含ま紅る傾吻が強い。酸化鉄鉱

　を含む鉱床全体の形状は未だ詳かにすることは困難であ

　るが，大体不規則扁平状または塊状を呈するもののよう

　である。鉱体の周辺部には硫化鉄鉱が母岩である角礫凝

　次岩の惚a樋xを充し，不規則網状部を形成するととが

　少なくない。また，鉱床の下盤は概して粘土化が著し

　い。・

　従来第1号坑から第5号坑まで開坑され，その中第1

　号坑および第3号坑において稼行されておつて，他は蒲
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　　　　第2図　釜谷鉱山の硫化鉄鉱鉱床図

鉱するに至つていない。

5．1第1号坑および第2号坑

0　　　　10耐

第二坑

硫化鉄鉱は不規則塊状として酸化鉄鉱中に含まれてい

る。その形状および規模は第2図に示す通りで，既知鉱．

床中最大のものである。これに一よれば鉱床はほ買N80。

E～S80。W，方向に伸びる傾向がある。」

本鉱床は第1号坑によつてその大半が採掘済であり，’

第2号坑はその蓮搬坑道として使用きれている。第2号

坑においては，鉱床の下部に至り母岩は陶土化作用・絹

雲母化作用を受けてはなはだしく粘土化している。

、5・2　第3号坑

第1号坑のS80。W方向約200m，ケナノシケオマナ

　　　　　　　　　　　　　のイ川の右岸にある。坑内では，その一部に径50c卑程度

の2，3の硫化鉄鉱塊が酸化鉄鉱中に含まれるのみであ

り，鉱床の上部を示しているようである。

鉱床のr部に当る露頭では母岩がはなはだしく粘土化

していることは前と同様である。

5。3　第4号坑および第5号坑．

　それぞれ第3号坑の北方約100m，215mの所にあり，

いずれもケナノシケオマナイ川の左岸に向い探鉱された

ものであるが，ともに着鉱することなく廃坑となつてい

る。

なお，第4号坑内か，らの併から得られた採取試料によ

れば，変質した石英粗面岩質凝友岩中に金属光沢を示す

鉱物（Bismuth～）がパツチ状に含まれているのが認め

られた。・

6．鉱石および品位

本鉱床の鉱石は家のように区別きれる。

　（1）　硫化鉄鉱………（a）鉄黒色塊鉱

　　　　　　　　（b）レ鉄黒色粉鉱
　（2）・酸化鉄鉱………………赤褐色粗憲

硫化鉄鉱体はその周縁部および割目に澹う部分が酸化

して1赤褐色の酸化鉄鉱となつている場合が多い。ま

た，酸化作用がさらに進み，そのため硫化鉄鉱ほ不規則

な形状として酸化鉄鉱中に包含きれた形態を示すことも　　　ノ

ある。

以上のうち，硫化鉄鉱は一般に塊鉱と粉鉱とにわけら

れるが，塊鉱でも風化しで容易に粉鉱となるものが多　　4

い。また，塊鉱のうちには時に鉱化作用が十分に行われ

ず，明瞭に原岩の斑状構造等を残すものもある。

・鉱石鉱物としては黄鉄鉱のみで，銅・錯肝亜銀等の鉱

物および硫黄は認められない。黄鉄鉱は線泥石化した母

岩中に一般に微粒状として包有され，その結晶形を認め

ることが函難であるが，時としてや＼顕晶質となり，自

形または半自形、（径0ユmm程度）ゑ示すものがある。

かように本鉱床における硫化鉄鉱は鉱床σ）一部を形成

するものであるけれども，以下に採取試料についてその

結合硫黄を分析定量した結果を表示すれば，次の如くで

ある。

試料
番号

1

2

3

鉱床名

第1号坑，

〃

第3号坑

鉱石の

種類

塊鉱

粉鉱

塊鉱

　　1結合硫黄摘 要

140．24

27。87

26．53

坑内，第2図参照

ノク　　　　　　　ワ

ー部酸化

〃

（分析者伊藤聴・稻田武）

7．沿革および現況

本鉱山はかつて昭和18～19年に鉄鉱を対象として稼行

された。その後昭和25年春以来硫化鉄鉱体が発見きれる

におよび現鉱主が急速に採掘を開始し，現在では硫化鉄

鉱400～600t／月（平均品位S40％以上）の出鉱を見てい

る。鉱石は久保内駅まで馬搬され，これから鉄道により

東洋高圧工業株式会肚北海道工業所（砂川町）に邊られ

ている。

　鉱区番号＝胆振試登第5，468号，5，649号

　鉱　種：金・銀・銅・硫化鉄

　1鉱業権者：釜谷実（胆振国有珠郡壮瞥村字久保内）
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8。結　　語

［
地 質調査所月報

　　　本調査は引続いて実施を予定されている電気探査の位

　　置を選定することをおもな目的として行われたものであ

　　る。

　　　本文中に述べたところを要約するに，

　　　（1）　地域を構成する地質は石英粗面岩類（訓縫統）

　　を基盤とし，これを貫ぬく変朽安山岩・安山岩質岩脈が

　　あり，さらにこれを被覆する複輝石安山岩熔岩とからな

　　る。’

　　　なおこれらの諸岩石は処々において軽石を含む火山友

　　の薄暦で覆われている。

も　　　（2）　鉱床は前記訓縫統中に胚胎する硫化鉄鉱の交代

　　鉱床で，お＼むね不規則扁平状または塊状を呈するもの

　　のようである。

　　　（3）　本鉱床の鉱石としては鉄黒色硫化鉄鉱と赤褐色

（第4巻第9号ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　な酸化鉄鉱があり，鉱体によつてはそれらの量において相陰

半ばする場合がある（第1号坑）。硫化鉄鉱の鉱石鉱物と

しては黄鉄鉱のみで・銅・錯・亜錯等の鉱物および硫黄

は認められない。

　（4）　既知鉱床中経済的に注月すべきものは第1号坑

および第3号坑で見られる鉱床である’。いずれも規模と

してはきほど大きなものではないが，概してN80。E～

S800W方向に伸びる傾向があり，かつ両者を結ぶ（そ

の聞約200m）方向もまつたくそれと一致する。

　なお第1号坑～第3号坑聞の地形は一般に緩慢で，比

高約50m程度である。

　以上述べた各項を総合するに，本地域内において電気

探査を実施すべき地域を求めるならば，第1号坑と第3

号坑とを含み，、これを結ぶ方向を長径とする350n｝×200

mの矩形区域が適当であると思考される。

　　　　　　　　　　　　　（昭和26年8月調査）
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